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に対する効果と ADAM19/neuregulin/ErbB シグナル伝達系を検討した。 





激を行わない C群，電気刺激を 5分間行う ES5群，30分間行う ES30 群 60分間行う ES60 

















4 日後のサンプルで ADAM19，リン酸化型 ErbB は NG108-15 に局在していた。この事から電
気刺激は NG108-15に作用したと考えられた。ウェスタンブロットによる観察では，前駆型，
活性型 ADAM19 の発現がそれぞれ ES30 群（P<0.05），ES60 群（P<0.01）で有意に増加して
いた。リン酸化型 ErbB の発現は ES30 群（P<0.05），ES60 群（P<0.01）において有意に増
加していた。以上より，電気刺激は ADAM19/neuregulin/ErbB シグナル伝達系を介し神経終
末分化を誘導し，NMJ形成を促進したと考えられた。 
 
 
以上，本論文は電気刺激による NMJ形成促進効果の作用機序解明の一助になったもので，
リハビリテーション科学に有益な示唆を与え，保健学に資するところが大きい。よって，
審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（保健学）の学位を授与するのに十分な価値
のあるものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
